
市民の健全な食生活を推進する

保健福祉局，教育委員会

めざすまちの姿

第六次総合計画　施策評価シート（令和3年度）

4-②
施策

担当部局

【快　　適】 豊かな自然の恵みにより食べ物がおいしく，健全な食生活が実現されている

市の基本方針

●子どもの頃から豊かな自然の恵みによって得られるという食を大切にする心の育成や，バランスのとれた食生活への改善に向
け，家庭や職場，地域など，各々の立場での取組が行えるよう働きかけます。
●学校，保育所，幼稚園では，関係機関と連携を図り，給食における地場産物の利用を高めるなど，各段階に応じて食に関する指
導・啓発を充実します。また，食育推進の担い手となる人材育成や食に関する情報をわかりやすく提供します。
●食品の安全性が確保され安心して消費することができることが健全な食生活の基礎であることから，食品の安全性をはじめとす
る食に関する幅広い情報の提供に努めるとともに，年間を通して食品の安全性を確保するため，食品関連事業者に対する監視指導
や食品衛生検査機能を強化します。

数値目標

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

できるだけ地元でとれた食材を利用している人の割合
市民アンケート調査で「できるだけ地元でとれた食材を利用してい
ますか。」という設問に対して，『利用している』と回答した人の
割合。

実績値は，基準年に比べ，4.1ﾎﾟｲﾝﾄ下がり，前年度に比べ，0.5ﾎﾟｲ
ﾝﾄ上がった。
【「まちづくり指標」アンケート調査結果報告書P46】

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

学校給食の地場産食材使用品目の割合
岡山県産品目数/全使用品目数×100　※調査期間中(6月，11月の各
第3週)のものが対象

実績値は，基準年に比べ，11.9ﾎﾟｲﾝﾄ下がり，前年度に比べ，13ﾎﾟｲ
ﾝﾄ下がった。

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

食品の安全性について十分な情報をもっている人の割合
市民アンケート調査で「食品の安全性について十分な情報を得られ
ていますか。」という設問に対して，『得られている』と回答した
人の割合。

実績値は，基準年に比べ，9.7ﾎﾟｲﾝﾄ上がり，前年度に比べ，3.5ﾎﾟｲ
ﾝﾄ上がった。
【「まちづくり指標」アンケート調査結果報告書P47】
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【グラフの見方】  

市民の重要度・満足度（R3.5アンケート調査結果）

領域
偏差値

重要度（高）
重要度 満足度
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●重要度に見合う以上の満足度が得られている（C）
●重要度が平均値より低い（－）

Ａ：重要度に見合った
　　満足度が得られていない領域
Ｂ：重要度に見合った
　　満足度が得られている領域
Ｃ：重要度に見合う以上の
　　満足度が得られている領域

※　以上の3つの領域を，さらに2
    つに分割（3×2領域）
＋：重要度が平均値より高い部分
－：重要度が平均値より低い部分

Ａ＋，Ａ－，Ｂ＋，Ｂ－，Ｃ＋，Ｃ－

Ａ＋：重要度が高く，その重要度
     に見合った満足度が得られ
     ていない領域
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施策を推進する主な事業の評価

区分 事業名 目的(Ⅰ)／令和２年度の主な実績(Ⅱ)／今後の方向性(Ⅲ)
R2年度
決算額
(千円）

食育推進事業

(Ⅰ) 市民が健全な心身を培い，豊かな人間性を育む食育を推進することを目的とし，元気な
倉敷市を目指す。
(Ⅱ) 感染症対策をとりながら.，計画の4つを柱やSDGｓを意識した事業を大学・関係団体と
連携しながら行うことで，理解が深まり，協働を意識した事業展開することができた。
(Ⅲ) 引き続き，関係団体と連携しながら，自然に健康になれる食環境づくり「くらしき3ベ
ジプロジェクト」の推進を強化する。

1,008

学校給食運営事業

(Ⅰ) 安全・安心な学校給食を提供する。
(Ⅱ) 学校の給食調理場の施設・備品の管理運営を行い，給食を実施した。安全かつ安心な学
校給食の推進を図るため，調理場の施設や備品の修繕及び衛生管理に努めた。
(Ⅲ) 継続して実施する。

929,937

共同調理場管理事業

(Ⅰ) 安全・安心な学校給食を児童生徒に提供することを目的に実施した。
(Ⅱ) 共同調理場の施設設備及び給食備品の運営管理を各所長とともに行い，給食を提供し
た。給食の実施により，児童生徒の健康増進に寄与した。また，動画教材等による食育指導
を実施し，望ましい食習慣を養う等食育が推進された。
(Ⅲ) 継続して実施する。

469,546

学校給食における食育の推進

(Ⅰ) 児童生徒が「食」の正しい知識を身に付け，健康な食生活を送ることができることを目
的として実施した。
(Ⅱ) 倉敷市教育委員会の食育指導方針に沿って，各学校において食に関する指導が実施でき
るよう，学校給食の充実と指導用資料の充実を図った。
(Ⅲ) 継続して実施する。

511

公
創

高梁川流域学校給食アレルギー対応
献立研究事業

(Ⅰ) 広く住民にアレルギー対応について理解を深めるため，アレルゲンフリーのバイキング
や親子料理教室などを行い普及活動を行う。
(Ⅱ) ・クリスマスバイキング（中央調理場）／開催日：12月19日，参加者数：24組48人
・ZOOMを活用した親子料理教室／開催日：2月6日，応募者数：18組　当日参加11組
(Ⅲ) 継続して実施する。

160

残留農薬・動物用医薬品検査事業

(Ⅰ) 食品の安全性の確保を目的として実施した。
(Ⅱ) 市内を流通する農産物17件について，残留農薬等延べ5,735項目を検査した。検査項目
数を拡大することを目標に検査方法の検証試験（24,850項目）を実施した。
(Ⅲ) 引き続き検査を継続するとともに，農産物の残留農薬の検査項目を増加させるために検
査方法の検証試験を実施する。

8,993

食品衛生指導・食の安全推進事業

(Ⅰ) 食品の安全性を確保するとともに，市民が十分な情報を得られるようにする。
(Ⅱ) 食品等関連事業者等の監視指導を2061回実施した。また，消費者等を対象とした衛生講
習会を15回実施し，689人の参加があった。
(Ⅲ) 今後も，倉敷市食品衛生監視指導計画に基づき継続して実施する。

10,503
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